
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 1,007 本年度事業費 1,007 交付金交付額 503

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)
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団体名：伊根町

コミュニティ活動推進事業

　井室公民館は、井室地区住民のコミュニティ活動の拠点施設であるが、台所天井裏に小動物が入り込むた
め、糞の被害に苦慮していた。また、施設の老朽化により、自治活動が機能しない状況にあったため、トイレ腰
壁及び外壁張替工事、さらに、トタン屋根も老朽化していたため、大屋根・下屋瓦葺き替え工事、床下補強工事
も施工した。

平成19年度

事業の有効性

事業の必要性

　コミュニティ活動を積極的に推し進めるため、その拠点施設である公民館の整備は必要である。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　公民館としての機能の向上を図ることができ、積極的にlコミュニティ活動を推進することもでき、地域の活性化
につなげることができる。

具体的な成果

　公民館としての機能を向上を図ることができ、また、コミュニティ活動の推進にも寄与することができる。

　井室地区住民のコミュニティ活動拠点施設の整備を図ることで、自治活動がより一層強化される。

事業の効率性


